
令和５年 12 月 25 日 

保 護 者 様 

 

三木市教育委員会 

 

 

「文部科学大臣メッセージ ～子供たちのための学校の働き方改革 

できることを直ちに、一緒に～」について（お知らせとお願い） 

 

師走の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し

上げます。 

平素は、本市の教育に、ご理解・ご支援をいただき、誠にありがとうございます。 

近年、学校においては、求められる教育課題が複雑化・困難化するとともに、そ

の役割は多様化し、業務が増加しています。学校現場を取り巻く状況が大きく変化

する中で、教職員の職務は多岐にわたり、その時間的・精神的負担が増大し、全国

的な課題として、その対応が求められています。 

昨年度、文部科学省が行った「教員勤務実態調査」においては、依然として長時

間勤務の教員が多いという実態が明らかになりました。また、教員のなり手が減少

し、全国的な教員不足が憂慮されています。 

本市におきましても、教職員の長時間勤務の縮減や教員の確保などが課題となっ

ており、他市に先駆けて ICT を活用した校務支援システムの導入や、ノー残業デー・

ノー部活デーの設定、夏季休業中の学校閉庁日設定等に取り組み、教職員が明るく

生き生きと子どもたちと向き合える時間を確保することで、子どもたちにとって安

心・安全な学校環境を整備・維持できるよう努めているところです。 

全国的なこれらの状況を踏まえ、過日、永岡文部科学大臣から「文部科学大臣メ

ッセージ（裏面参照）」として、学校の働き方改革について緊急提言がありました。 

この提言を受け、教育委員会や学校では、今後、実情に応じて改善を図って参り

ます。 

年度の途中ではありますが、教職員がその能力を十分に発揮し、教育活動に取り

組めるよう、学校における業務量の適切な管理と健康及び福祉の確保に向けた取組

を更に進めて参りますので、下記のことについて、ご理解、ご協力を賜りますよう、

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 標準授業数を大幅に上回る教育課程については、見直しを検討します。 

 

２ 行事の精選・重点化を行い、準備の簡素化・省力化を進めます。 

 

３ 「学校における働き方改革」について、必要に応じて、保護者や地域の皆さま

の協力をお願いします。 

 



 


